
すべての原発の運転停止と廃炉を通して、 

原子力発電に依存しない社会の実現を求める決議 

 
2011 年 3 月 11 日に起きた東京電力福島第一原子力発電所の事故では、原発の周辺

はもとより、広い範囲に放射能汚染が拡がり、多くの人々が故郷や家族、仕事という
生活基盤を奪われ、農林水産業の未来をも根底から揺るがす事態となっています。そ
して、何よりも子どもたちのいのちへの不安と恐怖が深刻化し、かつて経験したこと
のない甚大な核災害の様相を呈しています。昨年末に政府は事故の収束宣言を行いま
したが、未だ原子炉内部の状況も不明であり、放射性物質の拡散は食い止められず、
除染の目処もつかない厳しい状況が続いています。 
 

大地震にいつ襲われるとも知れない狭い日本の国土に 54 基もの原発が作られ、電
力供給を原子力発電に依存する生活を私たちは営んで来ました。一旦、大事故が起こ
れば、生きとし生けるものすべてのいのちを奪う深刻な放射線被曝によって、取り返
しのつかない事態となる危険性のあることに目を伏せ、日本の原発は安全であり、原
発なしでは電力の安定供給ができないという、いわゆる「安全神話」と「必要神話」
を安易に信じ込み、エネルギーと物の大量消費を限りなく続けていくことが「豊かさ」
であると私たちは思い込んで来たのです。 
 

原発の危険性を電力の大消費地である大都市から離れた立地地域に押しつけ、また、
放射線被曝の危険に絶えずさらされている原発作業員、ことに社会的に弱い立場に置
かれた下請け労働者の問題にも目をそらして来ました。さらには、原発を運転し続け
ることで必然的に発生し、半減期が何万年にも及ぶものさえある膨大な放射性廃棄物
を安全に管理することは、人間の能力を遥かに超えています。 
 

この度の事故によって、原子力発電を続けるなら、現在のみならず未来のいのちを
も脅かす放射線被曝を避け得ないことが明らかになった今、原発に依存しない社会の
実現が何よりも急がれています。すべてのいのちを摂めとって捨てない仏の本願を仰
いで生きんとする私たちは、仏智によって照らし出される無明の闇と事故の厳しい現
実から目をそらしてはなりません。そして、私たちの豊かさの内実を見直すと同時に、
国策として推進される原子力発電を傍観者的に受け容れてきた私たちの社会と国家
の在り方を問い返し、すべての原発の運転停止と廃炉を通して、原子力発電に依存し
ない社会の実現に向け、歩みを進めることをここに表明し、決議といたします。 
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